
くらしの得する 

Suicaなどの交通系電子マネーで、キャッシュレスポイント還元 
を手軽に利用 

  
  
 １０月からの消費税増税と同時に、キャッシュレス決済によるポイント還元制度がスタートしました。現金以外の決済 
方法で支払うことによって、購入額の２％もしくは５％がポイント還元されるという取り組みで、キャッシュレス還元マーク 
が掲示されている対象店舗にて２０２０年６月末まで実施されます。１ポイントは１円に相当するので、上手に活用すれ 
ば増税分の負担を軽減することが可能です。 
  
 とはいえ、「クレジットカードはできるだけ使いたくない」「スマホ決済はなじみが薄いので不安」という人は、キャッシュ 
レス決済に消極的かもしれません。そんな人におすすめなのは、ＳｕｉｃａやＰＡＳＭＯなど、多くの人が利用している交通 
系電子マネーです。 
  
 ポイントが還元される交通系電子マネーは、Ｓｕｉｃａ、ＩＣＯＣＡ、ＳＵＧＯＣＡ、ＰＡＳＭＯ、ｍａｎａｃａ、ｎｉｍｏｃａ、ＰｉＴａＰａの 
７種類。それぞれにポイント還元方法などの違いがありますが、ここでは代表として「Suicaカード」のポイント還元の利用 
法をご紹介します。 
  
①ＷＥＢ上でＳｕｉｃａカードを登録する 
 手持ちのＳｕｉｃａカードに記載されている番号をＪＲＥポイント（＝ＪＲ東日本の共通ポイント）のＷＥＢサイトに登録します。 
Ｓｕｉｃａカードに氏名の印字がない無記名カードの場合、そのままでは登録できないため、ＪＲ東日本の駅の多機能券売 
機もしくはみどりの窓口で記名式カードへの変更手続きをすませ、登録しましょう。この登録手続きを行わないと、ポイン 
ト還元を受けることができません。 
  
②Ｓｕｉｃａカードを使って支払う 
 キャッシュレス還元マークが掲示されている対象店舗でＳｕｉｃａカードを使うと、２％もしくは５％がポイントとして貯まりま 
す（Ｓｕｉｃａが使用できない店舗もあるため、事前に確認してください）。さらにＳｕｉｃａ独自のポイントとして、Ｓｕｉｃａカードで 
ＪＲ東日本の在来線を利用すると２００円ごとに１ポイント還元。また、Ｓｕｉｃａ加盟店（ＮｅｗＤａｙｓ、ＫＩＯＳＫ、イトーヨーカド 
ーなど）では２％のポイントが還元されます（２０２０年６月末までのキャンペーン期間中のみ）。キャッシュレス還元マーク 
が掲示されており、かつＳｕｉｃａ加盟店の場合は、あわせて最大７％のポイントが還元されることになります。 
  
③貯めたポイントをチャージする 
 還元ポイントは、翌月に１ポイント＝１円相当のチャージとして利用が可能です。ＪＲＥポイントのＷＥＢサイトでチャージ 
を申し込み、その翌日から７日以内に駅の自動券売機にＳｕｉｃａカードを投入すれば、チャージが完了します。 
  
 交通系電子マネーは、セキュリティ面の安心感が高いのもメリットです。ポイント還元ツールとして、ぜひ活用してみてく 
ださい。 
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